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たデータでは、 1304(男性 580、女性 666、性別不明 58)、有効回答率は 97.5%であった。先進校
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山崎保寿:総合的な学習の時間で育成される能力に関する実証的研究
1校のみのデータでは、 1091(男性 463、女性 587、性別不明 41)、有効回答率は 97.5%、一般校










1.情報収集カ 460 (42.2) 541 (41.5) 
2.コンヒ。ユータの操作力 305 (28.0) 342 (26.2) 
3.コミュニケーション能力 276 (25.3) 335 (25.7) 
4.表現力 335 (30.7) 388 (29.8) 
5.観察力 254 (23.3) 313 (24.0) 
6.課題発見力 154 (14.1) 177 (13.6) 
7.諜題追究力 290 (26.6) 327 (25.1) 
8.自己評儲力 163 (14.9) 222 (17.2) 
9.行動力 315 (28.9) 365 (28.0) 
10.発表力 242 (22.2) 268 (20.6) 
11.基礎学力 146 (13.4) 189 (14.5) 
12.応用学力 71 ( 6.5) 90 ( 6.9) 
13.文章・論文作成力 324 (29.7) 372 (28.5) 
14.討論・議論の力 137 (12.6) 152 (11.7) 
15.進路設計能力 207 (19.0) 299 (22.9) 
16.薪しい事を考える
376 (34.5) 452 (34.7) 力・倉崎力
17.その他 27 ( 2.5) 31 ( 2.4) 





1.協調性 誕8(31.9) 370 (28.4) 
2.讃極性 369 (33.8) 430 (32.9) 
3.計調性 396 (36.3) 412 (31.6) 
4.1)ータ~シッ70 73 ( 6.7) 81 ( 6.2) 
5.思いやり 234 (21.4) 307 (23.5) 
6.自然愛好心 104 ( 9.5) 121 ( 9.3) 
7.礼儀・マナー 342 (31. 3) 427 (32.7) 
8.社会的関心 435 (39.9) 509 (39.0) 
9.善悪の判断力 232 (21.3) 295 (22.6) 
10.公共心 126 (11.5) 150 (11.5) 
11.他人の意見や考え
332 (30.4) 393 (30.1) 
を尊重する態度
12.その他 22 ( 2.0) 25 ( 1.9) 































































































項目の趣旨 因子1 因子2 共通性h2
①「総合学習Jは他の授業より興味を持った 0.885 0.156 0.807 
⑤「総合学習Jは意欲が高まり、やる気が出る 0.826 0.278 0.759 
②「総合学習Jは他の授業より有意義 0.824 0.242 0.738 
③「総合学習Jは他の授業より感動した 0.775 0.311 0.698 
④「総合学翠」は他の授業より視野が広がった 0.635 0.487 0.640 
⑮「総合学習」で自分の人生について考えた 0.101 0.801 0.652 
⑤「総合学習Jで学んだことは進路選択に有効 0.205 0.778 0.647 
③「総合学習」で学んだことは社会で役立つ 0.356 0.730 0.660 
⑨「総合学習Jで、社会への関心が高まった 0.296 0.726 0.615 
⑦「総合学習Jで学んだことは他の授業に有効 0.340 0.666 0.559 
Varirnax回転後の国有値 5.449 1.324 
寄与率 54.486 13.242 































ゲ}~-70 回答者数 平均値 標、準偏差 分散分析
第 1園子 先進校 1081 3.316 0.970 自由度グループ間
一般校 213 2.579 0.893 グループ内1292
全体 1294 3.194 0.995 F値 105.270輔
グループ。 回答者数 平均値 標準備差 分散分析
第2因子 先進校 1081 3.490 0.896 自由度グループ閣
一般校 212 3.362 0.883 グループ内1291





































学校 学科 回答者数 平均値 標準偏差 分散分析
A 主臼立 95 3.764ム 0.919 
B 主日tz. 115 2.707 0.941 
C 立BtE 151 2.815 1.017 
2 立田立 11 3.219 0.960 自由度グループ間 12 
E 立E立ヨ 92 3.521 0.644 グルー プ内 1281
F 立回立 107 3.695 1.004 
G 立回立 59 3.474 0.938 
H 立回立 67 3.220 0.787 F値 24.292輔
総 94 3.497 0.860 
J 立E立1 71 3.763 0.804 
K 立日tz. 119 3.336 0.926 
L 玄臼白L 120 2.663 0.842 
H 立臼立 93 2.470'V 0.995 















以上Jの三つの群に分けた。下位校には、 C校、 E校、 I校の3校が、中位校には、 D校、 F校、

























ゲJ~-r 自答者数 平均値 標準偏差 分散分析
上位校 396 3.236 0.951 
菌
中位校 348 3.520 0.982 
自由度グループ関 2 
子 下位校 337 3.198 0.948 
グループ内 1078
全体 1081 3.316 0.970 
F値 11. 708韓
第
ゲJ~-70 自答者数 平均値 標準偏差 分散分析
2 上位校 395 3.494 0.908 
因 中位校 349 3.564 0.905 
自由度グループ間 2 
子 下位校 337 3.408 0.868 
グループ内 1078
全体 1081 3.490 0.896 
Ffl直 2.593+ 
+p<0.10 下<0.05 可<0.01
















































































(12) E校による生徒対象アンケート (2001年 10月実施)による。
(13)奥田智・北尾悟「自己教育力の育成を目指す『探究科』の取り組みj ベネッセ文教総研編 f課
題解決力の育成を自指す教育「総合的な学習」の実践活動』ベネッセ、 2001年、 7頁。
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